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がん診療連携拠点病院等における情報提供の適切な方法・項目の確立に資する研究

（22EA1006） 

研究代表者 国立がん研究センターがん対策情報センター 若尾文彦（副本部長）

研究要旨 
 がん診療連携拠点病院等が発信すべき情報項目と提示方法、都道府県内の横断的情報を
発信するための留意点を提示し、患者・家族の病院選びに役立つ情報が整備されることを
目的とする。
全国・都道府県レベルの診療情報提供の現状として、2024年4月に公開された全国統一の

医療情報ネット（ナビイ）を用いたがん診療医療機関の検索について確認し、情報は幅広
くリッチで、病院基本情報等のデータ源として活用できると考えられた。一方、がん医療
機関の検索を想定した操作は煩雑で、がんカテゴリーの追加等の改修が有用と考えた。
 前年度までに実施された患者・家族調査、紹介元医療機関調査等の調査結果に基づい
て、がん患者および紹介元医療機関が必要とする情報項目について同定し、患者・家族向
けおよび紹介元医療機関向けプロトタイプを作成した。患者・家族向けにおいて、「がん
種」「地域（都道府県）」を選び、指定した地域で該当がん種の治療実績があるがん診療
連携拠点病院・がん診療病院が表示されることを基本とするトップ画面を構築した。検索
結果画面では、病院選びにあたって考えるべき要素についての情報への誘導、相談窓口の
提案をポップアップで表示したうえで、該当する医療機関が提示されるように設定した。
病院リーフページでは、拠点病院等の指定区分、住所、交通アクセス、電話番号、病院
URL、がん相談支援センターの基本情報を提示し、詳細情報の表示画面では、Wi-Fi環境、
外国語対応、アメニティ、差額ベッド代の情報を提示した。紹介元医療機関向けでは、多
忙な診療時間内に必要最小限かつ紹介時に必要な内容が簡潔にまとまっていることを踏ま
えて検討した。患者・家族向けとの変更点としては、がん種検索画面をより簡素に変更す
るとともに、検索可能な施設の範囲を拡大し、がん診療連携拠点病院等に加えて、院内が
ん登録全国集計に参加した拠点外施設も検索可能にとし、拠点/拠点外の施設種別を追加し
た。
患者・家族に病院選択の際の考え方・ポイントを伝える前年度作成した冊子「病院選び

あんしんガイド」を改修し、がん情報サービスに公開するとともに、評価のためのアンケ
ートを作成した。
愛媛県がん診療連携協議会が作成した「がんサポートサイトえひめ」のサイト構築の取

り組みから得られた成果と課題について、整理を行った。
 現行の現況報告書をデータ源とすることの妥当性を考えると、施設によって記載基準が
様々であることや最新の情報を記載されていないなどの問題があることが確認された。今
後、記載方法・ルールの提案を検討する必要があると考える。がん診療連携拠点病院以外の
施設の住所、交通アクセス、電話番号、URL、差額ベッド代などについては、ナビイから取
得することが適切であると考えた。一方、初診予約の取得方法や初診までに要する平均時
間、妊孕性温存治療の実施状況、がん相談支援センターの連絡窓口については情報源がない
ため、現況報告書の改訂や関連学会のホームページとの連携などが必要となると考える。
今後、各都道府県がん診療連携協議会および行政が主体となり、地域のがん医療や支援

に関する情報を分かりやすく提供することは、がん患者の納得に基づく医療選択や安心、
医療機関間の情報共有につながり、今後の持続可能な地域医療の実現にも不可欠であると
考える。そのためには、整備指針等によって、提供されるべきがん情報の具体的な内容の
明示し、必要により現況報告で情報を収集する。さらにがん情報の収集・解析・提供に関
する要件について担当者・資金を含めて明確化することが必要であると考える。

研究分担者氏名・所属機関名・職名

丹野弘晃 十和田市立中央病院

事業管理者

酒井リカ 神奈川県立がんセンター

 病院長

増田昌人 琉球大学病院 がんセンター

 特命准教授
山下夏美 四国がんセンター 臨床研究センター 

がん予防・疫学研究部 
臨床疫学研究室医師

池山晴人 大阪国際がんセンター がん相談支援セ

ンター

がん相談支援センター長

高山智子 静岡社会健康医学大学院大学 社会健
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康医学研究科 

教授

八巻知香子 国立研究開発法人国立がん研究セン

ター がん対策研究所 がん情報提供部 

室長

石井太祐 国立研究開発法人国立がん研究センタ

ー がん対策研究所がん登録センター

院内がん登録分析室 医療政策部 

研究員 

A．研究目的 
第 4 期がん対策推進基本計画、がん診療連携拠

点病院等の整備に関する指針（以下、整備指針）

に基づいて、がん診療連携拠点病院・地域がん診

療病院（以下、拠点病院等）の整備が進められる

なか、整備指針において、提供可能な診療内容な

どの医療情報や支援内容等について、自院のホー

ムページ等でわかりやすく提供することが求めら

れている。自身の生活環境や価値観に沿った病院

選択をしたいという患者のニーズに応えるために

は、病院選択に資する情報項目・形式を策定し、

公開していくことが必要である。

 本年度は最終年度として、前年度までの結果に

基づき、がん診療を受けるにあたって、がん患

者、および紹介元医療機関が必要とする情報を踏

まえた情報項目と、情報の収集方法の検討に基づ

き、プロトタイプサイトを作成すること、都道府

県内の横断的医療機関検索サイトを構築する際の

取り組みと留意点等を整理し、がん診療連携拠点

病院等が発信すべき情報項目と提示方法、都道府

県内の横断的情報を発信するための留意点を提示

し、患者・家族の病院選びに役立つ情報が整備さ

れることを目的とする。

B．研究方法 
１）全国・都道府県レベルの診療情報提供の現状

全国の全医療機関の情報を提供するシステムと

して、2024年4月より医療情報ネット（ナビイ）（以

下ナビイ）の検索機能・インターフェイス、情報項

目等を確認し、ナビイを用いたがん診療医療機関の

検索をおこない、検索方法、検索結果等から利便性

の評価、操作性の評価、利用における課題、課題に

対する対応策の検討等を検討した。

２）がん患者、および紹介元医療機関が必要とする

情報の同定

①患者・家族ががん治療病院を適切に選択するため

に必要な情報提示項目

前年度実施した、856名が回答したがん患者ウェ

ブ調査のうち、「属性、心身の疾患・障害等による

サポートの要否」「自身および家族のがん／がん以

外の大きな病気の罹患経験」「がん治療病院の選択

にあたって迷った経験」「がん治療病院を選択する

に際に重視する情報」「がん治療病院を選択する際

に利用した情報源」「治療病院を選択した理由」に

ついて再分析した。

②紹介元医療機関向け情報提示項目

前年度、日本医師会の協力を得て、各都道府県医

師会、郡市区医師会を通して医師会員の診療所等に

対して実施したアンケート調査から、Webページに

掲載する必要性が高いと回答される頻度の高い項

目、及び必要ないと回答された頻度が高い項目をそ

れぞれ抽出し、自由記載からも必要とする意見が多

い項目を集計した。

③“病院選び あんしんガイド”の公開 
前年度作成した病院を選ぶ際のポイントと病院

を選ぶときの具体的方法を紹介する“病院選び あ
んしんガイド（以下、ガイド）” の内容をがん情報

サービスに掲載することを目的に、がん情報サービ

スの編集方針に沿ってタイトルおよび内容を洗練

させた。また、当該コンテンツの有用性を評価する

ための調査票（質問項目）を作成した。

３）適切な項目で構成するプロトタイプの作成

①患者・家族向けプロトタイプの作成

がん患者調査の再分析で得た結果から、ア）最

初の検索画面で提示する情報、イ）追加検索が可

能な情報、ウ）個々の医療機関情報として提示す

る情報について、相談員、病院検索サイト担当

者、院内がん登録研究者間で検討を行った。さら

に、分担研究者、研究協力者からヒアリング結果

を整理し、情報提示のプロトタイプの作成を行っ

た。

②紹介元医療機関向けプロトタイプ

検索サイトの主な利用者の想定とその利用意義、

利用によって得られるべき効果を設定し、アンケー

トで得られた結果をもとに掲載する情報の内容を

検討した。必要な情報が既存の情報源から得られる

ものであるかを確認したうえで、掲載項目を決定し

検索サイトのプロトタイプを作成した。患者・家族

向けの検索サイト作成者、国立がん研究センターが

運営する「がん情報サービス 病院をさがす」の担

当者、当研究班の分担研究者・研究協力者から意見

を募り修正を行った。

４）「がんサポートサイトえひめ」サイト構築の取

り組みから得られた成果と課題

愛媛県がん診療連携協議会は、県のがん情報サイ

トとして「がんサポートサイトえひめ」を運営して

いる。サイトを構築してきた取り組みをまとめ、「県

内のがん治療提供体制の把握や公表に関する取り

組み」を実施する際のポイント、留意点、それによ

る成果などを整理することについて、これまでの

「がんサポートサイトえひめ」を構築してきた経験、

および、本研究班で得られた調査結果等をもとに整

理・考察をおこなった。
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（倫理面への配慮）

 人を対象とする生命・医学系研究倫理指針に則り

実施する。アンケート調査については国立がん研究

センター研究倫理審査委員会にて受審中である。匿

名情報のみを扱った調査については、国立がん研究

センター研究倫理審査委員会にて、同指針に該当し

ないため付議不要であることの通知を受けた。

C．研究結果 
１）全国・都道府県レベルの診療情報提供の現状

医療情報ネット（ナビイ）の状況とがん医療情報

検索における可能性について

ナビイは、全医療機関の幅広いリッチな情報を有し

ており、がん医療機関を探す際には、有用な情報源

となる可能性を有しているが、「キーワードで探す」

では、一般的な用語ではヒットせず、さらに、様々

条件で絞込み機能を提供している「じっくり探す」

では、がんカテゴリーが用意されておらず、非常に

煩雑な操作が必要とされる状況であった。一方、医

療機関リーフページには、概要、基本情報、病院へ

のアクセス、病院内サービス等、費用負担等、診療

内容、提供保健・医療・介護サービス、結果に関す

る事項の7つのタブで構成された詳細な情報が、各

医療機関から登録される形で提供されていた。

２）がん患者・家族、および紹介元医療機関が必要

とする情報の同定

①患者・家族向け情報提示項目

 治療病院の選択にあたって迷ったかどうかにつ

いては、自身のがん経験についての回答者で、「迷

わなかった」46.1％、「あまり迷わなかった」16.6%、

家族のがん経験についての回答者で6割の人は迷わ

なかったと回答した。一方で、自身のがん経験につ

いての回答者で、「迷った」12.9％、「やや迷った」

12.1%、家族のがん経験についての回答者で2割の人

は迷ったと回答した。がん経験のない人に「もし、

がんだといわれたときに思い浮かぶ病院名」を挙げ

てもらったところ、49.2％が「思い浮かばない」と

回答した。「がん治療病院選択時に見た／見ようと

思う情報」としては、「がんの治療件数」「がんの

治療成績」「がんの診療科の医師の業績」を選択し

た人が多かった。一方で「参考にした情報はない」

と回答した人が、自身ががんを経験した人の46.1%、

家族ががんを経験した人の52.1%と約半数であった。

すべての項目において、がん経験のない人が「見よ

うと思う」と回答する割合は、自身や家族の病院選

択時に「見た」と回答した割合が高かった。また、

いくつこれらの情報を「見た」かを尋ねたところ、

1つ、２つの人が多い一方で、人数は少ないものの、

多数の情報を見ていた人もいた。どのような情報源

を参照したのかについて「治療を受けた病院のウェ

ブサイト」を挙げた人が最も多く、「治療を受けた

病院の相談窓口」「国立がん研究センターがん情報

サービス」が多い傾向であった。

②紹介元医療機関向け提示情報

診療所医師が紹介先を探す際に参照する情報で

は全国から219件の回答を得、以下の傾向を確認し

た。当該がんの診療実績や患者の希望施設を紹介す

る際に、紹介先施設をWeb検索していた。診察現場

で使用するため、簡便に確認可能な情報サービスと

簡潔な診療実績情報（がん種別診療件数）が好まれ

る傾向であった。実際に他施設を紹介するにあたり

患者に対して説明が必要な情報（担当診療科、予約

取得方法、受診まで要する時間など）が重要視され

る傾向があった。ステージまで診断しないことが多

いため、ステージ別の診療件数のニーズは低かった。

かかりつけ医は慢性腎臓病や心不全などの基礎疾

患を有する患者を診療していることが多く、基礎疾

患を有するがん患者に対する診療体制についての

情報提供も必要とされていた。以上より、大まかな

情報（所在地やがん種別診療件数）で施設を絞り込

み、治療内容別件数など、詳細情報の確認も適宜可

能とすることが望ましいと考えた。

③“病院選び あんしんガイド”の公開 
がん情報サービス編集事務局や編集委員からは、

症例数や転院を説明する箇所において、地方の実情

に合わせた内容となるよう指摘を受けた。病院選び

はこのような時期に必要であり、患者や家族の気持

ちに寄り添い、混乱した時期でも内容が理解できる

よう配慮することが求められた。ガイドの作成時点

で日本国内の病院の選び方に関する情報は限られ

ていたが、国民に中立的な立場で情報提供するがん

情報サービスに掲載することで、偏りの少ない公正

な情報として多くのがん患者や家族に届けること

ができた。特に、“病院選びを考えるときに”の表

示回数は、同じ場所に掲載されている他のコンテン

ツと比較しても、“がんと診断されたあなたへ、不

安を感じたときには”に次いで多く、関心が高いこ

とが示唆された。

３）適切な項目で構成するプロトタイプの作成

①患者・家族向けプロトタイプの作成

最初に病院検索サイトの全体構造を検討した。調

査結果から示された必要とされる情報提示項目に

基づき、本サイトユーザーにおけるペルソナの設定、

ペイシェントジャーニーを踏まえた情報表示のイ

メージ構築、現況報告書における利用可能項目およ

び情報の必要性について検討を行った。また、ユー

ザーインターフェイスに関して操作性およびニー

ズ（情報量・詳細さ）への対応を検討し、情報が得

られなかった際の相談窓口への導線を検討した。同

時にサイトの管理及び更新が容易である点が加味

された。本サイトのメイン機能として、がん診療連
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携拠点病院等の情報提示とした。検索画面は、「が

んの治療件数」について院内がん登録データを元に

提示することを基準として設定した。

プロトタイプにおける最初の検索画面は「がん種」

「地域（都道府県）」を選び、指定した地域で該当

がん種の治療実績があるがん診療連携拠点病院・が

ん診療病院が表示されることを基本とした。現況報

告上収集可能かつ単独での検索のニーズの高い項

目と考えられた「リンパ浮腫外来」「遺伝性腫瘍外

来」「アスベスト外来」「緩和ケア外来」を選択で

きるようトップ画面を設置した。検索結果画面では、

病院選びにあたって考えるべき要素についての情

報への誘導、相談窓口の提案をポップアップで表示

したうえで、該当する医療機関が提示されるように

設定した。この表示画面の中で、「手術」「体腔鏡」

「内視鏡治療」「放射線治療」「薬物療法」につい

ては、選択すればがん登録数の内訳が表示できるよ

う設計した。また、提示される病院数が多い場合に、

AYA世代支援チームや遺伝子パネル検査、障害者へ

の支援などについて該当する施設を絞り込む機能

を付けた。ただし、診療件数の少ない希少がんにつ

いては、診療件数のばらつきが大きいため、がん診

療連携拠点病院の現況報告書で報告されている治

療の可否の情報を提示することとした。個々の病院

情報の提示画面では、がん診療連携拠点病院等の指

定区分、住所、交通アクセス、電話番号、病院のホ

ームページアドレス、がん相談支援センターの情報

を提示し、詳細情報の表示画面では、Wi-Fi環境、外

国語対応、アメニティに関する情報や、差額ベッド

代などの療養上の生活に関する項目も提示した。

②紹介元医療機関向けプロトタイプの作成

本サイトはがんもしくはその疑いと診断した医師

が、患者の紹介先病院を検索する際に利用するサイ

トとして検討した。アンケート結果より、これらの

医師がサイトを活用するタイミングは各がん種全

体の診療実績などに基づいて実績のある施設を確

認する場合や患者・家族からの質問に対応する場合

であり、多忙な診療時間内に必要最小限かつ紹介時

に必要な内容が簡潔にまとまっていることが検索

サイトに求められていると考えられた。患者向けか

らの変更点としては、人体のシェーマを削除してが

ん種の目次のみとし、がん種検索画面をより簡素に

変更した。検索可能な施設の範囲を拡大し、がん診

療連携拠点病院等に加えて、院内がん登録全国集計

に参加した拠点外施設も検索可能とし、拠点/拠点

外の施設種別を追加した。一方、希少がんについて

は、症例数のばらつきも大きく、がん診療連携拠点

病院の現況報告書で報告されている治療の可否も

重要な情報であるため、一般向けと同様、がん診療

連携拠点病院のみの結果を示すこととした。さらに、

治療別実績などの検索可能項目、施設の詳細情報な

どは、患者向けとの共通とした。

3）「がんサポートサイトえひめ」サイト構築の取

り組みから得られた成果と課題

「がんサポートサイトえひめ」は、愛媛県がん診

療連携協議会が運営する県公式サイトであり、多職

種と患者・住民代表が参加するワーキンググループ

によって2018年に公開された。2024年度からは新た

に専門部会も加わり、より多角的な情報提供体制と

なっている。サイトは、「病気を知る」「病院を探

す」「あなたを支える」の3つの入口で構成されて

おり、がん告知直後の患者にも配慮した平易で適量

な情報提供が特徴である。また、情報の正確性と親

しみやすさを両立させるため、医学書的表現は避け、

用語や表現には温かみを持たせた。診断直後の患者

の心理状態にも配慮し、生存率や検診情報など不要

な情報はあえて除外している。

都道府県単位での提供が望ましい情報の把握と

提供として、「県内におけるがん診療連携拠点病院

や専門病院等の一覧と役割分担」「比較可能な形で

の各病院の診療実績の提示」「医療圏ごとの医療資

源や連携状況の可視化」「不足するがん情報の発見

と調査」を挙げて、作業を進めた。診療実績につい

ては、標準化された院内がん登録を用いて、患者住

所ごとの診療数やステージ別・治療内容別の実績を

明示することで、地域医療の全体像の把握を可能に

している。また、未整備な情報分野としてリンパ浮

腫に関する情報収集・提供にも取り組み、調査の結

果を一部公開した。さらに、「病院の取り組み」紹

介など、各病院の診療特色を住民が事前に知る仕組

みも導入された。

Web上には不正確な情報も多く、患者が情報の真

偽を判断しにくいという課題も存在するなか、協議

会などの信頼できる公的機関からの情報発信の重

要性は高まっていると考える。

サイト作成・維持用の資金については、愛媛県か

らの受託金を利用しているが、実際の必要額より遥

かに少なく、多くの四国がんセンターのスタッフ、

患者・住民、各施設の担当者のボランティアで賄わ

れた状況であった。

D．考察 
１）全国・都道府県レベルの診療情報提供の現状

ナビイは、全医療機関の幅広いリッチな情報を有

しており、がん医療機関を探す際には、有用な情報

源となる可能性を有しているが、がんの医療機関の

検索には、非常に煩雑な操作が必要とされる状況で

ある。新たにがんカテゴリーを追加するなどの対応

が求められる。仮に、がんに特化した情報の追加や

検索カテゴリーの追加が難しい場合であれば、他の

がん医療機関データベースとの情報連携を実施す

ることで、患者に役立つ検索と詳細な情報を届ける

ことに繋がると考える。
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２）がん患者・家族、および紹介元医療機関が必

要とする情報の同定

①患者・家族向け情報提示項目の整理

求められている情報量について、自身や家族にが

ん経験がない人では、半数ががん治療病院の選択肢

を「思いつかない」と回答していたことから、がん

治療病院の選択時に情報提示は必要であると考え

られる。しかし、病院選択に「迷った」と回答した

人は2割、「迷わなかった」と回答した人は6割、ま

た、情報を参照しなかった人が半数であるなど、多

量の情報を必要としない人が多いことが伺えた。一

方で、様々な情報をくまなく探す人もおり、そのニ

ーズに応える必要もあると考える。

②紹介元医療機関向け提示情報の整理

紹介元医療機関向けの全国レベルでの情報提供

インターフェイスを作成するにあたっては、おおま

かながん種毎の診療実績が求められていることか

ら、施設の所在地やがん種でまず絞り込み、その上

で診療件数、病院種別、担当診療科、予約取得方法、

受診までに要する時間、併存疾患の診療状況等に関

する情報を施設毎に表示することが有用であると

考えられた。さらに、希少がんを対象に検索された

場合には、希少がんホットラインに関する情報を表

示する必要が考えられた。しかし、本調査の回答率

は低くまた多くが大都市圏の医師による回答であ

り、日本全国が代表する意見とは言えないものであ

ることに留意が必要であると考える。

③情報のデータ源の検討

これらの情報のデータ源としては、施設の患者数

や治療件数、施設種別は主に院内がん登録全国集計

の結果、一部現況報告書を用いることが適切と考え

る。担当診療科や併存症を診療可能な各診療科の存

在、インターネット環境の有無に関しては、現況報

告書に記載があるものの施設によって記載基準が

様々であることや最新の情報を記載されていない

などの問題があることが確認を通して明らかにな

ったため、現況報告書の記載方法・ルールの提案や

その他のデータ源の使用を検討する必要があると

考える。がん診療連携拠点病院以外の施設の住所、

交通アクセス、電話番号、ホームページURL、差額

ベッド代などについては、厚生労働省が運用する医

療情報ネット（ナビイ）から取得することが適切で

あると考える。一方で、初診予約の取得方法や初診

までに要する平均時間、妊孕性温存治療の実施状況、

がん相談支援センターの連絡窓口については情報

源がないため、現況報告書の改訂や関連学会のホー

ムページとの連携などが必要となると考える。

④“病院選び あんしんガイド”の公開 
国内の病院の選び方を示した情報は限られてい

る中、国民に中立的な立場で情報提供するがん情報

サービスに「病院の選び方」を掲載することで、偏

りの少ない公正な情報として多くのがん患者や家

族に届けることが可能となると考える。

病院選びが必要な診断直後は、患者や家族に衝撃

や混乱が生じ、精神的に不安定になりやすい時期で

あるが、患者や家族の気持ちに寄り添い、混乱した

時期でも内容が理解できるよう配慮することが求

められていると考える。

今後、当該コンテンツの利用者を対象にWebアン

ケート調査をおこない、コンテンツの改善につなが

る評価を得ることによって、がん患者と家族のニー

ズをより反映した情報提供ができるよう進めてい

く。

3）適切な項目で構成するプロトタイプの作成

①患者・家族向け

これまでの調査・議論を踏まえ、検索画面は「が

んの種類」と「都道府県」のみで検索できるシンプ

ルな設計とした。検索結果は一覧表示され、さらに

絞り込みの機能を持たせた。病院選びで関心の高い

「Wi-Fi環境」、「差額ベッド代」などの療養生活

に関わる項目は「もっと詳しく」から確認できるよ

うにし、利用者のニーズに沿ったユーザーインター

フェイスの元、情報が取得できるように設計した。

これらの設計は、利用者の情報リテラシーの程度に

関係なく使いやすく、がんの診断やその治療への不

安といった心理的な側面に対しても配慮されたも

のであり、本サイトの利用者に対して有効に機能す

るものと考えられる。また、同一の情報源より病院

の情報を一元的に比較できるサイト機能は、患者や

家族にとり病院を選択する際に有効な情報源とし

て活用されることが期待される。「がん相談支援セ

ンター」「病院の公式サイト」の情報を示すことに

より、病院検索サイトだけでは情報ニーズが満たせ

ない場合や病院選びの迷いが解消されない場合に

次の行動へ進むための導線として機能することが

期待される。本プロトタイプの機能やその使用感は

研究班員全員における試用において良好であった

ものの、この設計が患者、家族、市民のニーズに沿

ったものであるかどうかについて、今後ユーザー評

価を行っていく必要がある。

②紹介元医療機関向け

かかりつけ医調査の結果から、多くの施設では各

地域における中核的な役割の施設に患者紹介を行

っており、当該がんの診療実績や患者の希望施設を

紹介する目的でWeb検索しているという実態が明

らかになった。
さらに、Web 検索時に必要と考える項目の結果

からは、病期別治療件数や治療内容別件数のよう
な詳細な情報よりも各がん種全体での診療件数の
ような簡便に確認可能な診療実績情報が好まれる
傾向があった。さらに、担当診療科や予約取得方法、
受診までに要する時間といった、実際に他施設を
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紹介するにあたり患者に対して説明が必要な情報
が重要視される傾向があった。病期までは診断し
ないことから病期別の診療件数の必要性は低かっ
た一方で、基礎疾患を有するがん患者に対する診
療の可否の必要性は高かったことから、かかりつ
け医として基礎疾患についても普段診療している
ことが影響していると考えられた。

作成の過程で、データソースにおける情報収集
の課題が明らかとなった。患者にとって必要な情
報と考えられた項目について、現況報告書等から
取得できない、もしくは正確な収集が困難な場合
を認めた。これらの情報を取得するためには、現況
報告書の改訂や関連学会のホームページ、ナビイ等
との連携が必要となると考えられた。また、今後、
都道府県内での診療の分化が進むことを踏まえる
と、現況報告書だけでは把握しきれない地域のが
ん医療や支援に関する情報の提供が必要となる。
こうした背景を踏まえ、都道府県が提供する情報
を精査し、国が現況報告書などで一元的に収集す
るべき情報と、各都道府県が独自に収集・発信すべ
きものを整理・明示することも将来的に必要とな
ると考えられた。これらの取り組みにより、がん患
者の納得に基づく医療選択と治療に対する安心感
の向上にもつながると期待される。

４）「がんサポートサイトえひめ」サイト構築の取

り組みから得られた成果と課題

がん情報サイトの構築には、医学的正確性とわか

りやすさの両立、患者・住民・医療関係者の多様な

ニーズへの対応、そして膨大な情報の収集・整理・

分析が求められる。

地域別の情報を提供するためには、前提として、

それが行える体制が都道府県内にあることが重要

である。愛媛県においては、問題意識を持ったがん

診療連携協議会の活動が比較的熱心に行われてお

り、行政・住民・医療者での協力体制と実現可能な

人材があり、サイト構築の機運が形成された。

都道府県単位での正確ながん情報の把握や公開

には、医療機関・行政・患者団体など多様な関係者

の総意と協力が不可欠だが、現実にはそれが十分に

機能していない都道府県も少なくない。また、協議

会により域内のがん情報を収集し解析することに

関する公的な指針がないため、各施設から一律にが

ん情報を収集するためには協議会内での全施設の

合意を前提となることがハードルとなっていると

考える。さらに、一度情報サイトが成立しても、そ

れを継続・維持していくには大きな課題がある。多

くの施設で専任の情報発信担当者が不足し、運営予

算も限られているため、情報の吟味や更新が十分に

行き届かない状況である。

人口構造の変化が急速に進むことで、地域ごとの

課題が顕在化している。がん診療においても例外で

はなく、都道府県がん診療連携協議会が各自治体内

の診療情報を収集・分析し、患者や住民へ最新かつ

公平な情報を提供することは、医療体制の変化に柔

軟に対応し、地域格差を最小化する上で重要な意義

を持つと考える。国が「均てん化と集約化」を推進

するなか、どこでどの医療や支援が受けられるかを

分かりやすく示すことは、患者の納得した医療選択

や安心につながり、持続可能な地域医療の実現にも

不可欠であると考える。整備指針で求められている

県内のがん情報の解析・提供について、何をどこま

でやればよいのか、どの程度の頻度や精度で情報を

発信すべきかを明確に示すことが不可欠であると

考える。

E．結論 
 前年度までに実施された患者・家族調査、紹介元

医療機関調査等の調査結果に基づいて、がん患者、

および紹介元医療機関が必要とする情報項目につ

いて同定し、データ源・入手方法を含めて整理した。

また、同定された適切な項目で構成するプロトタイ

プとして、患者・家族向けおよび紹介元医療機関向

けを作成し、情報の提示方法を提示した。

今後、各都道府県がん診療連携協議会および行政

が主体となり、地域のがん医療や支援に関する情報

を分かりやすく提供することは、がん患者の納得に

基づく医療選択や安心、医療機関間の情報共有につ

ながり、今後の持続可能な地域医療の実現にも不可

欠であると考える。そのためには、整備指針等によ

って、提供されるべきがん情報の具体的な内容を明

示し、必要により現況報告で情報を収集する。さら

にがん情報の収集・解析・提供に関する要件につい

て担当者・資金を含めて明確化することが必要であ

ると考える。

F．健康危険情報 
  特になし

G．研究発表 
（発表誌名巻号・頁・発行年等も記入）

１．論文発表
1. Wada, S., Ishii, T., Ogata, D., Nakano, E., Namikawa,

K., Yamazaki, N., Higashi, T. Clinical features and
prognosis of malignant cutaneous adnexal tumors: a
aretrospective study using a Japanese database.
Journal of Surgical Oncology, 2024 (online ahead of
print)

2. 石井太祐, 松田智大 院内がん登録2023年全国

集計報告書, 2025年2月

3. 石井太祐, 松田智大 院内がん登録2012年10年生
存率集計報告書, 2025年2月

２．学会発表

1. 若尾文彦 オンラインにおけるがん情報入手

に関する現状と課題～オンライン患者調査か

ら見えてくること～ サポーティブケア学

6



会.2024.5.浦和 
2. 髙橋朋子, 櫻井雅代, 八巻知香子, 若尾文彦.

がん治療をおこなう病院を選ぶための “病院

選び あんしんガイド”の開発. 第83回日本公

衆衛生学会総会. 2025.10.29-31.
3. 八巻知香子、齋藤弓子、若尾文彦. 患者・家族

が求める病院情報－がん治療病院を選ぶ際に

どのような情報を求めているか－. 第62回日

本癌治療学会学術集会. 2024.10.24-26. 福岡.

H. 知的財産権の出願・登録状況

（予定を含む）

1. 特許取得

なし

2. 実用新案登録

なし

3. その他

第 16 回がん診療提供体制のあり方に関する検討

会（令和 6 年 12 月 20 日）にて、厚生労働省よ

り、研究班の報告書より、「がん患者とその家族

及び一般市民ががん治療病院選択にあたって、求

めている情報」が報告された。
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図1 :病院検索プロトタイプ「トップ画面」
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がん情報サ ー ビス「病院を探す」 文字サイズロ］口巳日----
がんの種類や都道府県、診療件数から全国のがん診療連携拠点病院を検索します

汀病院遥びを考えるときに I,:病院遥びQ邸i診焦件数の里計方法 I

検索結果

次の条件で検索しましたe

1 ーャ·

［保存した病院一 覧 l

がん診居逗畔奈病院のみ
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」
r s 
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手瑚すべて 体腔接（ロボット手術含む｝
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サ，0津宮者への支援あリ

北海浬0003丁目19-18

室京都XXXl丁云4-17

一

01-222-222

02-333-33'3

図2 :病院検索プロトタイプ「検索結果画面」

21



がん情報サ ー ビス「病院を探すJ 文字十イズ：ビ］口］巨] |⑮...mng...デsv|
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咲tt.這山ーえ迂�gに I l.暉

検素結果
` - - • - • 

令のゑヤ這柔L憂した．

病俵盈びisB5笙絹がTぺてでにエ ＇Jt<せ;9.

心貌が可能力なピ摂妓の視夕で祈Hモ名ミていS改し•う．

ャ霞記翼び蚤零えると m に

病煎逍L＇に釦ぶとさ↓立がん臼ほ虹楓センクーやがん惰置サポーいセンターに

相翠してみ止しょふ

名少がんの方知羞中がん字.,トライブも二H用いたf“”"-a

2Z3 ~ 20� 

畜
‘

l 樟零各11..,l:臼| 1 疇雲名"1!1< |

9 .... 

¢口立町匹唸バ年虹碍＿ f 
7言｛暑年・つエ＝＇，＂s マ a .• -· 
― ↓

：心たニ ― →二9

-
, 

o • -」.“:
’

,:.. ”.... -,,...,: r 

r
 ＋

ド・出丼·手年べて 四l口和卜甜i含む） 内碑ぷ

1翻した痴庄—Ji.|

恥噴！浜厩 奎柑登法

I埠印nて馴嗅r. | 

図3：病院検索プロトタイプ「検索結果画面」（希少がん）
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⑫病院t吾報—職塩—Microsoft Edge 
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ì

[

匹

発

夏

一

四
5

E

四
i
l

�

羞
『．ょ
3

5,
 

奇痘

．塁煤雹研究・

咆叩1可｀゜
， 

鴫

e

＋， 

7• I Googlemapで克る I

香話番号
1代表12-123-123

｛窃診予約】https://XXX/syosinyoyaku/i ndex.htrnl 

HP 

がん相談支慄センタ ー

ttps://hok屈idou/da iili/XXX. him I 

がん桓談支援センタ ー はどなたでも蕪糾．奎名で利用できるがんに固する拒談窓口です。

受診莉に気になること、わからないことがあればお気程にご相談くださいo

12-123-123 

図4 ：病院情報の提示
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図5 ：病院情報の提示（もっと詳しく）
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資料

文字の大きさ 大・中・小 Other languages 

医療機関向け「紹介病院を探す」 検索の対象は、誘内がん＂籍寅旅，旅，散です（がん診療遠携拠点病院｀拠点外病院を含む）

〇麟内がん畳11J：：ついて

がんの種類 遍択しない

脳・脊髄・畷

［ ●●● II 臀●■● II•■編 l

口腔・耳鼻咽喉

1 "皇 ・ 剛鼻腱がん］［口麟がん（舌がん奮含む） ］［ ●濃●がん（耳下· •下●、告下●）

［上卿•がん l ［中囀霞がん II 下噸●がん I[ 疇躙がん ］［攣釦鵬がん l
I外耳道がん］

[ ca: がんの種類を検索） ］ 

臓鶴

［ 靡がん II 非小●鵬鵬がんI[小織凰鱒がん l
璽性鯛鵬中皮■

下位濯l員は色分けや農讐えなどで
分か

L
るようにする？

［ 日□ l[ ..がん ］ l 舅膿重 l 

消化暑

図1 病院情報検索サイト 検索画面

検索結果画面（メジャ ーがん） ·；註匹窟』滋導立i· ·加．“'ら国譴霙
検索結果

以下の条件で検索しました。
＇マ＇町渭'!,'-

肺がん

東京都

匿琶璽岳；盟］品hな翌設置あり

ロ女性医師による外来診療あり

ロ心疾患·腎疾患・糖尿病の対応科あ り

□日本語を母国語としない人への支援あり

□障害者への支援あ り
～で99し«鯰虹＇ ·血～；｀＇ 

施設要：：を絞変
り

更
込

す］ミ

-+- ，
 

施殷要件で絞り
込

む 並べ讐え ▼ 

liilii,間· 手術 すべて 体鰹鎗（ロポット手輌を倉む） 内視●治檀 放射織治療 藁物療法 化学憲這 内分泌憲法

II
冒●碑心・ 躙眉··目'il心

-
er ED. 

⑦ 楓点外

閂立がん研究センタ ー中 358 
去墾院

三井記念病院

50 呼吸暑内科 東京都中央区簗地5-1-1 03-3573-5202 https:I/www.ncc.go.ip/ip 
IncchId001/shoshin/inde 立

図2 病院情報検索サイト 検索結果表示画面
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2024年03月31日 
厚生労働大臣                                         

（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿 
（国立保健医療科学院長）                                                                        
                                         

機関名 国立研究開発法人国立がん研究センター 
 

所属研究機関長 職 名 理事長  
 
氏 名 中釜 斉           

 
   次の職員の（令和）６年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理に

ついては以下のとおりです。 

１．研究事業名      がん対策推進総合研究事業                                      

２．研究課題名    がん診療連携拠点病院等における情報提供の適切な方法・項目の確立に資する研究                                   

３．研究者名  （所属部署・職名）     がん対策情報センター本部 副本部長                         

    （氏名・フリガナ）     若尾 文彦  ・ ワカオ フヒミコ                     

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
 □   ■ □  □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 
                                                 
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 
                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 



2025年  3月  14日 
厚生労働大臣                                         

（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿 
（国立保健医療科学院長）                                                                        
                                       
                              機関名 十和田市立中央病院 

 
                      所属研究機関長 職 名 事業管理者 
                                                                                      
                              氏 名  丹野 弘晃 
 

   次の職員の（令和）6 年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理に

ついては以下のとおりです。 

１．研究事業名  がん対策推進総合研究事業                              

２．研究課題名  がん診療連携拠点病院等における情報提供の適切な方法・項目の確立に資する研究    

３．研究者名  （所属部署・職名） 管理部門・事業管理者                                 

    （氏名・フリガナ） 丹野 弘晃・タンノ ヒロアキ                                  

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
 ■   □ ■  □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 
                                                 
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 
                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 



2025年 ４月 ４日 
厚生労働大臣                                         

（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿 
（国立保健医療科学院長）                                                                        
                                       
                              機関名 神奈川県立がんセンター 

 
                      所属研究機関長 職 名 総長 
                                                                                      
                              氏 名   古瀬純司      
 

   次の職員の（令和）6 年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理に

ついては以下のとおりです。 

１．研究事業名  がん対策推進総合研究事業                              

２．研究課題名  がん診療連携拠点病院等における情報提供の適切な方法・項目の確立に資する研究    

３．研究者名  （所属部署・職名）  神奈川県立がんセンター ・ 病院長                                

    （氏名・フリガナ）   酒井 リカ （サカイ リカ）                      

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
 □   ■ □  □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 
                                                 
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 
                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 



令和７年３月２１日 
厚生労働大臣                                         

（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿 
（国立保健医療科学院長）                                                                        
                                       
                              機関名 国立大学法人 琉球大学 

 
                      所属研究機関長 職 名 学長 
                                                                                      
                              氏 名 西田 睦           
 

   次の職員の（令和）６年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理に

ついては以下のとおりです。 

１．研究事業名  がん対策推進総合研究事業                              

２．研究課題名  がん診療連携拠点病院等における情報提供の適切な方法・項目の確立に資する研究    

３．研究者名  （所属部署・職名） 病院・特命准教授                                 

    （氏名・フリガナ） 増田 昌人・マスダ マサト                                 

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
 □   ■ □  □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 
                                                 
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 
                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 



2025年 4月 7日 
厚生労働大臣                                         

（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿 
（国立保健医療科学院長）                                                                        
                                       
                              機関名 国立病院機構四国がんセンター 

 
                      所属研究機関長 職 名 院長 
                                                                                      
                              氏 名   山 下 素 弘        
 

   次の職員の（令和）6 年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理に

ついては以下のとおりです。 

１．研究事業名  がん対策推進総合研究事業                              

２．研究課題名  がん診療連携拠点病院等における情報提供の適切な方法・項目の確立に資する研究    

３．研究者名  （所属部署・職名） 臨床研究センター がん予防・疫学研究部                                  

    （氏名・フリガナ）  山下 夏美 ・ ヤマシタ ナツミ                                

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
 □   ■ □  □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 
                                                 
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 
                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 



令和７年４月７日 
厚生労働大臣  殿                                      

                                                                                              
                   
                              機関名 地方独立行政法人大阪府立病院機構 

大阪国際がんセンター 

                      所属研究機関長 職 名 総 長 
                                                                                      
                              氏 名 松浦 成昭           

 

   次の職員の令和６年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。 

１．研究事業名  がん対策推進総合研究事業                                       

２．研究課題名  がん診療連携拠点病院等における情報提供の適切な方法・項目の確立に資する研究                                       

３．研究者名  （所属部署・職名）がん相談支援センター センター長                                

    （氏名・フリガナ） 池山 晴人・イケヤマ ハルト                                 

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
 □   ■ □  □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

                                                 
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対

象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 



令和７年４月10日 
厚生労働大臣                                         

（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿 
（国立保健医療科学院長）                                                                        
                                       
                         機関名 公立大学法人静岡社会健康医学大学院大学 

 
                所属研究機関長 職 名 理事長 
                                                                                      
                         氏 名 宮地 良樹         
 

   次の職員の（令和）６年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理に

ついては以下のとおりです。 

１．研究事業名  がん対策推進総合研究事業                              

２．研究課題名  がん診療連携拠点病院等における情報提供の適切な方法・項目の確立に資する研究    

３．研究者名  （所属部署・職名）  社会健康医学研究科・教授                                

    （氏名・フリガナ）  高山 智子・タカヤマ トモコ                                

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
 □   ■ □  □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 
                                                 
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 
                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 



2025年03月31日 
厚生労働大臣                                         

（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿 
（国立保健医療科学院長） 
                         機関名 国立研究開発法人国立がん研究センター 

 
                  所属研究機関長 職 名 理事長 
                                                                                      
                             氏 名 中釜 斉                
 

   次の職員の（令和）6 年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理に

ついては以下のとおりです。 

１．研究事業名  がん対策推進総合研究事業                           

２．研究課題名  がん診療連携拠点病院等における情報提供の適切な方法・項目の確立に資する研究       

３．研究者名  （所属部署・職名） がん対策研究所 がん情報提供部 患者市民連携推進室 室長                   

    （氏名・フリガナ）     八巻 知香子  ・ ヤマキ チカコ                             

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
 □   ■ □  □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 
                                                 
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■  未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 
                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 



2025年03月31日 
厚生労働大臣                                         

（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿 
（国立保健医療科学院長） 
                         機関名 国立研究開発法人国立がん研究センター 

 
                  所属研究機関長 職 名 理事長 
                                                                                      
                             氏 名 中釜 斉                
 

   次の職員の（令和）6 年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理に

ついては以下のとおりです。 

１．研究事業名  がん対策推進総合研究事業                           

２．研究課題名  がん診療連携拠点病院等における情報提供の適切な方法・項目の確立に資する研究       

３．研究者名  （所属部署・職名）がん対策研究所がん登録センター 院内がん登録分析室 / 医療政策部 研究員 

    （氏名・フリガナ）     石井 太祐  ・ イシイ タイスケ                             

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 未審査（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
 □   ■ □  □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 
                                                 
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■  未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 
                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 


